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みの

むし

虫は
なに

何を
た

食べて
おお

大きくなるの 

●みの
むし

虫はミノガの
ようちゅう

幼虫  

 みの
むし

虫は、
ふゆ

冬、
き

木の
は

葉が
お

落ちた
えだ

枝にぶら
さ

下がっているのが、
め

目につきます。でも、
ふゆ

冬は、
き

木の
えだ

枝などを
あつ

集めて
つく

作ったみのの
なか

中で、みの
むし

虫は
とうみんちゅう

冬眠中で、
なに

何も
た

食べません。 

 
はる

春になると、みのの
なか

中で、みの
むし

虫はさなぎになります。やがて、５～６
がつ

月ごろ、みの
むし

虫は、

ミノガになって
で

出てきます。でも、これはオスだけです。メスは、みのの
なか

中に
はい

入ったままで、
う

羽
か

化した
あと

後も、いも
むし

虫のような
かたち

形をしています。オスのガがメスを
み

見つけて
こ う び

交尾をすると、

メスは、みのの
なか

中に
たまご

卵を
う

産み、
ふ く ぶ

腹部の
け

毛を
たまご

卵の
うえ

上にかぶせます。２～３
しゅうかん

週間
ご

後には
ようちゅう

幼虫

がかえり、いっせいに
なが

長い
いと

糸をはきながら、みのからぶら
さ

下がります。
いと

糸ごと、
かぜ

風にふかれ

て
とお

遠くの
えだ

枝に
と

飛ばされ、
な か ま

仲間は
ち

散らばっていきます。 

●やわらかい
き

木の
は

葉が、みの
むし

虫のえさ  

 
うん

運
よ

良く、やわらかい
き

木の
は

葉のついた
えだ

枝に
と

飛ばされた
ようちゅう

幼虫は、
き

木の
は

葉を
た

食べて
おお

大きくなっ

ていきます。
ようちゅう

幼虫は、まず
き

木の
は

葉の
ひょうめん

表面のうす
かわ

皮を
あつ

集めて
いと

糸であみ、
りょう

両はしがあいたつ

つ
がた

形の、みのを
つく

作ります（ミノガの
しゅるい

種類によって、ふ
か

化したばかりのときに、メスの
ふ く ぶ

腹部の
け

毛で、みのを
つく

作る
ようちゅう

幼虫もいる）。
つく

作ったみのを
せ

背おって、
さか

逆
だ

立ちするようなかっこうで、

３
つい

対の
あし

足を
つか

使って
うご

動き
まわ

回りながら、
き

木の
は

葉を
た

食べます。
ちか

近くの
き

木の
は

葉を
た

食べつくしたら、
なが

長

い
いと

糸で
き

木の
えだ

枝からぶら
さ

下がり、
かぜ

風にふかれて
べつ

別の
き

木や
えだ

枝へ
い ど う

移動します。
ふゆ

冬になると、みのが
かぜ

風で
うご

動かないよう、
き

木の
えだ

枝などにしっかり
いと

糸でしばりつけ、みのの
い

入り
ぐち

口にふたをして、
ふゆ

冬

ごしをします。（監修・中山  周平） 

 

 

 


